






　インスリンレセプターについては培養ヒトリンパ球、末梢ヒトリンパ球、単

球、脂肪細胞、肝細胞などについて研究されてきた。その結果全身性リポディ

ストロフイ肥満やある種の薬剤使用時にインスリンレセプターが減少している

ことが判明した。今後さらに種々の疾患で研究されなければならない。実際の

臨床の場で最も利用性の高い細脂ほ末梢リンパ球であるが、充分な検査を進め

るためには 100ml にも及ぶ採血量が必要である。したがって、小児、特に乳児

を対象とする場合には少量の採血量でインスリンのレセプターを測定する方法

の関係が望まれる。我々は赤血球を使うことを考え、少量の採血量でしかも ACD

液中に保存すれば少くとも 3日間はインスリンレセプターの測定が可能である

ことを見出した。


